
 

 

 

１、実践の目的 
 学習活動において「主体的・対話的で深い

学び」を通して、二宮町が育みたい汎用的な

資質・能力を育成したい。そのために小学校

で身に付けた資質・能力を中学校に引き継

ぎ、発展させることが必要である。そこで義

務教育９年間を見通して、小・中学校が共通

性と一貫性のある指導・支援を行うことが

不可欠であると捉えた。このことにより、

小・中学校の指導・支援がぶれることなく資

質・能力を育成することができると考えた。 

また、児童生徒が「学校に行くのが楽しい」

と思えるのは所属する集団で「自分のよさ

を発揮できていること」言い換えれば「自分

にはよいところがあると思える」ことが重

要な要素と考えられる。このように一人一

人の児童生徒がかけがえのない存在として

認められている必要がある。そのためには

小・中学校を問わず「誰一人取り残されない

学級集団・学習集団づくり」に前述と同様、

共通性と一貫性を持って取り組む必要があ

る。このことが「学びに向かう力」の基盤づ

くりにつながると考えた。 

以上２つを実践の目的とした。 

 

 
２、実践の内容 
（１）５校統一の講師と研究の手引き 

研究を推進するに当たり共通性と一貫性

をもって研究に取り組めるように、二宮町

５校統一の講師として教育力向上アドバイ

ザー吉新一之氏（元川崎市立川崎小学校長） 

を迎え、各校で行われる校内授業研究会に

事前検討会を含めて指導・助言を仰いでい

る。また講師監修のもと研究の手引きを作

成し、全ての先生方に配付し、それに基づい

て研究に取り組んでいる。 

（２）研究授業、研究協議の様子 

校内研究授業を１学期に３年生４クラス、

２学期に２年生３クラス、１年生３クラス

の計 10 クラスで行った。どの授業でも話

し合い活動をとり入れた授業を行い、様々

な授業実践例を全職員で共有することがで

きた。また、研究授業のみならず２学期には、

公開授業という形で全職員が少なくとも一

度以上授業を公開する取り組みも行った。 
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３、実践の成果 
（１）教師の変容 

 日頃から積極的に話し合い活動をとり入

れた授業を行うようになったと考える。研

究協議では、教員同士で実際に６つの手立

てを用いながら協議を進めることで、生徒

に行わせる際にどのような雰囲気をつくり、

どのような言葉かけをするとよいか考えな

がら取り組むことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議後の黒板 

 

（２）子どもの変容 

６つの手立てを用いた話し合い活動には、

少しずつ慣れてきたように感じられる。生

徒自ら話し合いを進めようとする姿勢が見

られた。意見を聴く側も発表者が話し終わ

ると拍手をしたり、「いいです。」と反応を返

したりと、温かい雰囲気での話し合いを進

めることができていた。 

２年生の校内研究授業 

 

４、今後の展開 
（１）残された課題 

 話し合い活動に対して教員、生徒ともに

自然と取り組むことができるようになって

きた。しかし、全員挙手の話し合いをする際、

どうしても意見を発信することが苦手な生

徒がいる。このような生徒に対して、どのよ

うにして意見を引き出すか、手立てや課題

設定を検討していくことが重要である。そ

れにともなって、話し合いの授業ばかりで

は、知識習得の時間が十分に確保できない

という場合もあると考えられる。 

 

（２）今後の研究について 

活発な話し合い活動を行うために、その

学習集団がどのような意見でも受け入れる

ことができる集団にしたい。そのための集

団づくりの方法を考えていく必要がある。

そして、その集団で話し合い活動を積極的

に行うためには、小学校からの積み重ねが

とても大切である。小学校と一貫した取り

組みを行うために、小学校で行っている６

つの手立てを活用した授業づくりを中学校

でも引き継いで、それを実践していくこと

が求められる。また、話し合い活動がより活

発になるよう、今後は知識の習得にも力を

入れた授業づくりと授業力を高める取り組

みをしていきたい。そのため、どこで話し合

いをして、どこで知識習得をさせるかとい

う単元計画を十分に考えていく必要がある。 

ただし、これら課題解決だけに目を向け

るのではなく、日頃からの小中一貫教育の

取り組みが教員の負担になりすぎないよう

な研究を推進していきたい。 


